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                                                                                                                        小学校国語小学校国語小学校国語小学校国語 AAAA    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １－(３)         設問番号      ７ 

奈良県正答率   ９５．３％     奈良県正答率   ４３．３％ 

全国正答率    ９５．２％      全国正答率    ４３．２％ 

学習指導要領の領域等         学習指導要領の領域等 

         伝統的な言語文化と国語の特質              書くこと、伝統的な言語文化と 
         に関する事項                      国語の特質に関する事項 

評価の観点   言語についての知識・理解・技能  評価の観点  国語への関心・意欲・態度、書く能力 
 問題形式     短答式       問題形式        短答式 

  

問題形式      

 

 

 

 

 

 

 

  

漢字の読みと書きについてはおおむね理解することができている。目的や意図に応じ、必要となる事柄を整理して簡潔に書くことに課題がある。 

話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと            書くこと書くこと書くこと書くこと            読むこと読むこと読むこと読むこと            伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項事項事項事項    
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１一（１） １一（２） １一（３） １二（１） １二（２） １二（３） ２ ３ア ３イ ４ ５ア ５イ ６ ７ ８ ９一 ９二
◆ 

（％） 
☆ 
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小学校小学校小学校小学校国語Ｂ国語Ｂ国語Ｂ国語Ｂ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      ３ 一 ア          設問番号      １ 三  

奈良県正答率   ８８．１％     奈良県正答率   ２３．６％ 

全国正答率    ８７．３％     全国正答率    ２３．５％ 

学習指導要領の領域等          学習指導要領の領域等 

  読むこと               書くこと 

 評価の観点              評価の観点 

  読む能力               書く能力 

問題形式               問題形式 

 選択式                 選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手紙の構成を理解し、後付けを書くことに課題がある。複数の情報を関連付けて読み、事実を基にして自分の考えを記述することに課題がある。 

話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと            書くこと書くこと書くこと書くこと            読むこと読むこと読むこと読むこと            伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項事項事項事項    
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１一 １二 １三 ２一 ２二 ２三 ３一ア ３一イ ３二 ３三 ３四
◆ 

☆ 

（％） 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １(１)           設問番号   ３(１) 

奈良県正答率   ９５．９％    奈良県正答率   ３７．５％ 

全国正答率    ９５．７％    全国正答率    ３４．０％ 

学習指導要領の領域         学習指導要領の領域 

数と計算              数と計算 

評価の観点  数量や図形についての技能   評価の観点    数量や図形についての知識・理解 

問題形式     短答式      問題形式     選択式 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

小学校算数Ａ小学校算数Ａ小学校算数Ａ小学校算数Ａ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 基準量を求める場面において、場面と図を関連付けて、示された割合を基に基準量と比較量の関係を理解したり、１に当たる大きさを求めるために除法が用いられることを理解したりすることに課題がある。繰り上がりのある計算等はおおむねできている。 

数と計算数と計算数と計算数と計算            量と測定量と測定量と測定量と測定            図形図形図形図形            数量数量数量数量関係関係関係関係    
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１（１） １（２） １（３） １（４） １（５） １（６） １（７） ２（１） ２（２） ３（１） ３（２） ４ ５（１） ５（２） ６（１） ６（２） ７ ８ ９

（％） 
☆ 

◆ 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      １(１)            設問番号      ２(２) 

奈良県正答率   ９２．２％    奈良県正答率   ２４．７％ 

全国正答率    ９２．６％    全国正答率    ２６．８％ 

学習指導要領の領域 数と計算     学習指導要領の領域 数と計算、量と測定、数量関係 

評価の観点    数学的な考え方  評価の観点    数学的な考え方 

問題形式     短答式       問題形式     記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数小学校算数小学校算数小学校算数 BBBB    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

方法や理由を言葉や数を用いて記述する際、場面の状況や問題の条件に基づいて、必要な事柄を過不足なく記述することに課題がある。支払い方の工夫を解釈し、おつりの金額を硬貨の種類と枚数に対応させることはおおむねできている。 

数と計算数と計算数と計算数と計算            量と測定量と測定量と測定量と測定            図形図形図形図形            数量関係数量関係数量関係数量関係    
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１（１） １（２） ２（１） ２（２） ２（３） ３（１） ３（２） ４（１） ４（２） ４（３） ５（１） ５（２） ５（３）

（％） 
☆ 

◆ 
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小小小小学校学校学校学校理科理科理科理科    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     ４(２)          設問番号      ４（５） 

奈良県正答率   ９１．４％     奈良県正答率   １７．７％ 

全国正答率    ８９．８％      全国正答率    １６．９％ 

学習指導要領の領域  地球      学習指導要領の領域  地球                 

評価の観点  自然現象についての知識・理解  評価の観点    科学的な思考・表現 

問題形式     短答式       問題形式     記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方位磁針の名称についてはおおむね理解することができている。観察・実験の結果を整理し考察することに課題がある。 

物質物質物質物質                エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー            生命生命生命生命                地地地地球球球球    
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１（１） １（２） １（３） １（４） ２（１） ２（２）ア ２（２）イ ２（３）太 ２（３）花 ２（４） ２（５） ３（１）ア ３（１）イ ３（２） ３（３） ３（４） ３（５）オ ３（５）カ ３（５）キ ４（１） ４（２） ４（３） ４（４） ４（５）

☆ 

◆ 

（％） ※印のある問題：主として「知識」に関する問題  印のない問題：主として「活用」に関する問題 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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中中中中学校学校学校学校国語国語国語国語ＡＡＡＡ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     ７ 三 オ       設問番号      ６ 二  

奈良県正答率            奈良県正答率  

 ９４．５％             ４０．９％ 

全国正答率             全国正答率   

 ９３．５％             ４０．３％ 学習指導要領の領域等          学習指導要領の領域等 

言語事項               読むこと 

 評価の観点             評価の観点 言語についての             読む能力 知識・理解・技能           問題形式 

問題形式                      選択式   

選択式                             

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じて必要な情報を読み取ることに課題がある。語句の意味を理解し文脈の中で適切に使うことについては、一部に課題がある。 

話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと            書くこと書くこと書くこと書くこと            読むこと読むこと読むこと読むこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    
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100.0

１一 １二 ２一 ２二 ３一 ３二 ４一 ４二 ５一 ５二 ６一 ６二 ７一１ ７一２ ７一３ ７二１ ７二２ ７二３ ７三ア ７三イ ７三ウ ７三エ ７三オ ７四ア ７四イ ７五 ７六１ ７六２ ７七１ ７七２ ７八１ ７八２

（％） 
◆ 

☆ 
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                        中中中中学校学校学校学校国語国語国語国語ＢＢＢＢ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号  ２ 一               設問番号   １ 三  

奈良県正答率    ８４．９％    奈良県正答率     １９．３％ 

全国正答率    ８４．３％     全国正答率     １９．７％  

学習指導要領の領域等        学習指導要領の領域等 

読むこと           話すこと・聞くこと、書くこと 

評価の観点   読む能力      評価の観点 国語への関心・意欲・態度、話す・聞く能力、書く能力 
問題形式               

短答式              問題形式 

記述式 

 

 

 

 

 

  

話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと話すこと・聞くこと            書くこと書くこと書くこと書くこと            読むこと読むこと読むこと読むこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    

0.0

10.0
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40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

１一 １二 １三 ２一 ２二 ２三 ３一 ３二 ３三◆ 

☆ 

（％） 

文脈の中における語句の意味を的確にとらえることはおおむねできている。相手の発言を注意して聞き、自分の考えを具体的に書くことに課題がある。記述式の設問については正答率がやや低く無解答率も高くなる傾向がある。 
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中中中中学校学校学校学校数学数学数学数学ＡＡＡＡ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号  ５(３)                 設問番号   １２ 

奈良県正答率   ９２．５％    奈良県正答率   ３７．０％ 

全国正答率    ９２．８％    全国正答率    ３７．９％ 

学習指導要領の領域  図形      学習指導要領の領域  数量関係 

評価の観点 数量、図形などについての知識・理解 評価の観点 数量、図形などについての知識・理解 
問題形式     選択式      問題形式     選択式 

 

 

 

  

「数量関係」の領域の設問に対する正答率が低い。特に、具体的な事象における２つの数量の関係には、一次関数として捉えられるものがあることの理解に課題がある。三角柱の展開図等についてはおおむね理解できている。 

   
数と式数と式数と式数と式                        図形図形図形図形                    数量関係数量関係数量関係数量関係    

0.0
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１（１）１（２）１（３）１（４）２（１）２（２）２（３）２（４）３（１）３（２）３（３）３（４）４（１）４（２）４（３）５（１）５（２）５（３）５（４）６（１）６（２）６（３）７８９（１）９（２）１０（１）１０（２）１１（１）１１（２）１２１３１４（１）１４（２）１５（１）１５（２）

（％） 
☆ 

◆ 
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中中中中学校学校学校学校数学Ｂ数学Ｂ数学Ｂ数学Ｂ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     ４(１)            設問番号      １(２) 

奈良県正答率   ８８．８％     奈良県正答率   １０．６％ 

全国正答率    ８９．０％     全国正答率     ９．９％ 

学習指導要領の領域  図形      学習指導要領の領域  数と式 

評価の観点 数量、図形などについての知識・理解 評価の観点    数学的な見方や考え方 

問題形式 短答式               問題形式      記述式 

 

 

 

 

 

 

  

数学的に記述したり、説明したりする問題では、いずれも正答率が低い。数学的な結果を事象に即して解釈することを通して、成り立つ事柄を判断し、その理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

数と式数と式数と式数と式                        図形図形図形図形                    数量関係数量関係数量関係数量関係    
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１（１） １（２） ２（１） ２（２） ３（１） ３（２） ４（１） ４（２） ４（３） ５（１） ５（２） ５（３） ６（１） ６（２） ６（３）◆ 

☆ 

（％） 
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中中中中学校学校学校学校理科理科理科理科    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     ３(１)          設問番号      ２（２） 

奈良県正答率   ８６．７％     奈良県正答率   ６．９％ 

全国正答率    ８６．９％      全国正答率    ７．６％ 

学習指導要領の領域          学習指導要領の領域 

地学的領域              物理的領域 

 評価の観点    観察・実験の技能  評価の観点    科学的な思考・表現 

問題形式     選択式       問題形式     記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  抵抗の直列つなぎ、並列つなぎなどに関する知識を活用して、他者の実験方法を検討し改善して、正しい実験方法を説明することに課題がある。 

0.0
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20.0

30.0
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50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

１（１） １（２） １（３） １（４） １（５） １（６） ２（１） ２（２） ２（３）Ｘ ２（３）Ｙ ２（４） ２（５） ２（６） ３（１） ３（２） ３（３） ３（４） ３（５） ３（６） ４（１） ４（２） ４（３） ４（４） ４（５）和 ４（５）望 ４（６）

物理物理物理物理的領域的領域的領域的領域    化学化学化学化学的領域的領域的領域的領域    生物生物生物生物的領域的領域的領域的領域    地学地学地学地学的領域的領域的領域的領域    （％） 
☆ 

◆ 

※印のある問題：主として「知識」に関する問題  印のない問題：主として「活用」に関する問題 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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本県の子どもが何も書けなかった問題 

小学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  書くこと、読むこと 

３四  二つの記事に書かれている内容を結び付けながら読み、理由となる事実を基にし

て自分の考えを記述する 

無解答率  奈良県 １８．２％  全国 １７．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数Ｂ  学習指導要領の領域  数と計算、量と測定 

    ４（３） はかりの目盛りと１人分の材料の分量を基に、班の人数分のご飯を作るために

必要な水の重さの求め方と答えを書く 

 無解答率  奈良県 １１．０％  全国 １０．９％ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無解答率が高いもの無解答率が高いもの無解答率が高いもの無解答率が高いもの    

0

20

40

60

80

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 

0

20

40

60

80

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 

この設問の 正答率 小学校国語Ｂ 全設問の平均正答率 

この設問の 正答率 小学校算数Ｂ 全設問の平均正答率 
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中学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  話すこと・聞くこと、書くこと 

１三  これからのどのような言葉の使い方をしたいかを具体的な言葉の例を挙げ

て書く 

無解答率 奈良県 １７．６％  全国 １３．９％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学Ｂ  学習指導要領の領域  図形 

 ５（３）  ＡＥの長さを求められるようにするための方法を説明する 

  無解答率 奈良県 ４４．７％ 全国 ４３．５％ 

 

0

20

40

60

80

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 

0

20

40

60

80

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 
この設問の 正答率 中学校国語Ｂ 全設問の平均正答率 

この設問の 正答率 中学校数学Ｂ 全設問の平均正答率 



 16

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校理科  学習指導要領の領域  物理的領域 

２（６）  白熱電球とＬＥＤ電球を、それぞれ１時間使用する場合に、消費する電力

量の差を求める式を書き、電力量の差を求める 

無解答率 奈良県 ４４．６％  全国 ４１．１％ 

 

小学校理科  学習指導要領の領域  生命 

２（４）  「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言葉を書く 

無解答率 奈良県 ９．２％  全国 １０．２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率この設問の 正答率 小学校理科 全設問の平均正答率 

この設問の 正答率 中学校理科 全設問の平均正答率 
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教科内の相関（バブルチャートによる分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バブルチャートによ

るグラフ 

 

２軸の座標上（正

答数）に、大きさが

３軸目（児童生徒数）

の指標を示す円状の

図（バブル）を配置

した図  

○小学校、中学校のい

ずれにおいても、活

用に関する問題（問

題Ｂ）の正答数が多

い児童生徒は、知識

に関する問題（問題

Ａ）の正答数も多

い。 

○小学校、中学校の

いずれにおいても

知識に関する問題

（問題Ａ）の正答

数が多い児童生徒

は、活用に関する

問題（問題Ｂ）の

正答数において広

く分布している。 

○平成 2４年度も平

成 2２年度と同様

の 傾 向 が 見 ら れ

る。 

【国語】【国語】【国語】【国語】活用の力が身に付いている児童生徒は知識の定着も高い！活用の力が身に付いている児童生徒は知識の定着も高い！活用の力が身に付いている児童生徒は知識の定着も高い！活用の力が身に付いている児童生徒は知識の定着も高い！    

 

 

 

 

小学校 正答数（国語 A）×正答数（国語 B） 

中学校 正答数（国語 A）×正答数（国語 B） 



 18

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数・数学】特に中学校において問題Ａと問題Ｂの相関が強い【算数・数学】特に中学校において問題Ａと問題Ｂの相関が強い【算数・数学】特に中学校において問題Ａと問題Ｂの相関が強い【算数・数学】特に中学校において問題Ａと問題Ｂの相関が強い！！！！    

○小学校、中学校のい

ずれにおいても、知

識に関する問題（問

題Ａ）の正答数と活

用に関する問題（問

題Ｂ）の正答数の相

関が強い。特に中学

校で強い。 

○小学校、中学校の

い ず れ に お い て

も、活用に関する

問題（問題Ｂ）の

正答数が多い児童

生徒は、知識に関

する問題（問題Ａ）

の正答数も多い。 

○平成 2４年度も平

成 2２年度と同様

の 傾 向 が 見 ら れ

る。 

中学校 正答数（数学 A）×正答数（数学 B） 

 

 

小学校 正答数（算数 A）×正答数（算数 B） 

 

 

中学校 正答数（数学 A）×正答数（数学 B） 
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【理科】【理科】【理科】【理科】身に付けた知識を活用する力が必要身に付けた知識を活用する力が必要身に付けた知識を活用する力が必要身に付けた知識を活用する力が必要！！！！    

中学校 正答数（理科 A）×正答数（理科 B） 

小学校 正答数（理科 A）×正答数（理科 B） 
○小学校、中学校の

いずれにおいても

知識に関する問題

（問題Ａ）の正答

数において、活用

に関する問題（問

題Ｂ）の正答数が

広 く 分 布 し て い

る。 

○知識を身に付けて

いてもそれを活用

する力が付いてい

ない児童生徒が多

い。 

※理科Ａ･･･主として「知識」に関する問題  理科Ｂ･･･主として「活用」に関する問題 
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【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

５年間の５年間の５年間の５年間の各教科の平均正答率各教科の平均正答率各教科の平均正答率各教科の平均正答率の推移の推移の推移の推移    ○全国平均正答率を100としたときの本県平均正答率の推移 

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語ＡＢ 算数ＡＢ 国語算数
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語Ａ算数Ａ 国語Ｂ算数Ｂ
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語ＡＢ 数学ＡＢ 国語数学
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

国語Ａ数学Ａ 国語Ｂ数学Ｂ
Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２４

○全ての教科の平均正答が全国平均正答率以上である。 ○平成 24 年度は国語Ａ、算数Ｂ以外は、平成 22 年度の全国平均正答率との差が広がっている。 

○全ての教科の平均正答が全国平均正答率以上である。 ○平成 24 年度は国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂで  平成 22 年度の全国平均正答率との差が縮まっている。 


